
施政方針
黒田市長が平成29年度の施政方針を表明

 
平
成
29
年
３
月
平
戸
市
議
会

定
例
会
に
お
い
て
、
黒
田
市
長
が

平
成
29
年
度
の
施
政
方
針
の
演
説

を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
編
成

に
あ
た
り
ま
し
て
は「
平
戸
市
総

合
計
画
」の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

共
通
目
標
お
よ
び
基
本
目
標
を

予
算
編
成
の
柱
と
す
る
と
と
も
に

「
行
政
改
革
推
進
計
画
」お
よ
び

「
第
２
次
財
政
健
全
化
計
画
」を

踏
ま
え
な
が
ら
、
よ
り
効
果
的
な

事
業
の
取
捨
選
択
を
行
う
な
ど
、

財
政
状
況
も
勘
案
し
た
予
算
の
重

点
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
平
成
27
年
度
に
策
定
し

た「
平
戸
市
総
合
戦
略
」に
計
上

さ
れ
た
施
策
に
つ
い
て
は
そ
の
目

標
達
成
の
た
め
、
積
極
的
、
重
点

的
に
予
算
配
分
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
重
要
な
課
題
で

あ
り
ま
す「
長
崎
と
天
草
地
方
の

潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」の

推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
30

年
度
の
決
定
に
向
け
、
今
後
も
各

関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

官
民
が
一
体
と
な
っ
て
登
録
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

共
通
目
標

①
参
画
と
連
携
に
よ
る
自
立
し
た

　

地
域
の
確
立

　

住
民
の
生
活
環
境
の
向
上
を
図

る
た
め
、
継
続
し
て
住
民
に
よ
る

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
な
ど

の
各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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②
効
果
的
・
戦
略
的
な
行
政
経

　

営
へ
の
転
換

　

行
政
改
革
推
進
計
画
お
よ
び
定

員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、
歳
入

の
確
保
や
行
政
経
費
の
削
減
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
大
き
な
歳
入
確

保
策
と
な
っ
て
い
る
ふ
る
さ
と
納

税
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
全
国

か
ら
の
寄
附
者
に
応
援
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
改
善
を
図
り
な
が
ら

取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
目
標

①
自
然
と
共
生
し
た
安
全
で
快

　

適
な
生
活
基
盤
の
確
保

　
「
Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
都
市
」を

実
現
す
る
た
め
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
設
置
促
進
や
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
へ
の
支
援
な

ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
や
自
主
防
災
組

織
の
育
成
な
ど
を
図
り
、
防
災
対

策
の
推
進
を
行
い
ま
す
。

②
健
や
か
で
笑
顔
と
や
さ
し
さ
が

　

あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
の
形
成

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
充
実
さ

せ
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
医
療
・
介
護
な
ど
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る「
地
域
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」の
構
築
に
向
け
た
事
業

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

③
明
日
を
担
う
人
材
の
育
成
と
個

　

性
豊
か
な
地
域
文
化
の
振
興

　

将
来
の
平
戸
市
を
支
え
る
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

「
学
力
の
定
着
と
向
上
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
と
英
語
教
育
の
推
進
」な

ど
の
重
点
事
項
を
掲
げ
、
各
種
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

④
活
力
あ
る
産
業
振
興
と
雇
用

　

の
創
出

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

や
水
産
業
な
ど
に
つ
い
て
、
担
い
手

の
育
成
や
環
境
整
備
な
ど
の
支
援

を
行
い
、
産
業
の
振
興
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
新
た
な
産
業
の
創
造

を
図
る
た
め
、
田
平
地
区
で
進
め

て
い
る
工
業
団
地
の
整
備
を
推
進
し

ま
す
。

⑤
魅
力
あ
る
観
光
の
振
興
と
交
流

　

人
口
の
拡
大

　
「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ

リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」の
世
界
遺

産
登
録
推
進
と
新
た
な
観
光
資

源
を
活
用
し
た
事
業
展
開
に
よ
り
、

観
光
の
振
興
と
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
り
ま
す
。

躍
動
す
る
「
ひ
ら
ど
」
を

今
ま
で
以
上
に

加
速
さ
せ
て
い
く

新
年
度
予
算
の
方
針

（平成20年度～29年度）

ともに支えあっていく協働の精神による市民と行政が一体となったまちづくり

基本理念

平戸市総合計画

基本目標

【雇用の促進】【産業の振興】【子育て支援】【定住・移住の促進】

人口減少対策に重点化

平戸市総合戦略（平成27年度～31年度）

基本目標

環境・生活、保健・医療・福祉、教育・文化、産業、観光交流

共通目標

協働・行財政運営

総合計画と総合戦略の位置付け

平
戸
市
総
合
計
画
に

基
づ
く
予
算
編
成
の
概
要



過
去
最
大
の
予
算
に

自
主
財
源
が
増
加

　　　　　会計名
国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

農業集落排水事業

宅地開発事業

あづち大島いさりびの里事業

電気事業

駐車場事業

工業団地事業

予算額　　
61億7,048万円

４億3,384万円

44億1,958万円

1,854万円

450万円

1,228万円

1,598万円

440万円

2億7,915万円

対前年度比
1.8％

5.7％

0.0％

38.4％

同額

△1.8％

△2.6％

同額

43.4％

貯
金
を
崩
さ
な
い
予
算
編
成

楽
観
視
は
で
き
な
い

　特定の事業ごとに経理、運営する一般会計から切り離した予算です。
国民健康保険や農業集落排水事業など、保険料や使用料などの特定
の収入で事業を実施します。

自
主
財
源
が
多
い
ほ
ど
自
由
に
使
え
る
財

源
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
自
主

財
源
は
、
個
人
市
民
税
や
固
定
資
産
税
な

ど
市
税
の
伸
び（
６
，
４
８
３
万
円
増
、

2.4
％
増
）や「
や
ら
ん
ば
！
平
戸
応
援
基

金
」の
活
用
な
ど
に
よ
り
30
．
５
％
と
な

り
、
平
成
28
年
度
か
ら
７
億
１
，
５
０
０

万
円（
1.9
ポ
イ
ン
ト
増
）増
加
し
ま
し
た
。

28
年
度
を
６
億
４
，
２
０
０
万
円（
2.4
％

増
）上
回
る
過
去
最
大
規
模
の
当
初
予
算

と
な
り
ま
し
た
。

　　

自
治
体
が
自
主
的
に
調
達
で
き
る
財
源

の
こ
と
を「
自
主
財
源
」と
い
い
ま
す
が
、

 
　　

「
ず
っ
と
住
み
た
い
ま
ち
」の
創
出
に
向

け
、
平
成
27
年
度
に
策
定
し
た「
平
戸
市

総
合
戦
略
」に
係
る
事
業
の
積
極
展
開
や

引
き
続
き
好
調
な
ふ
る
さ
と
納
税
の
影
響

（
主
に
返
礼
品
の
繰
越
）な
ど
に
よ
り
、
２

７
８
億
９
，
２
０
０
万
円
と
な
り
、
平
成

　

財
政
調
整
基
金
と
は
、
年
度
間
の
財
源

の
不
均
衡
を
調
整
す
る
役
割
を
も
つ
基
金

（
貯
金
）で
す
が
、
平
成
28
年
度
は
収
支
不

足
分
１
億
２
，
０
０
０
万
円
の
取
り
崩
し

を
当
初
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。
平
成
29

年
度
は
、
市
税
の
伸
び
や
市
債（
借
金
）の

積
極
的
な
繰
上
償
還
に
よ
る
公
債
費（
借

金
の
返
済
費
用
）の
減（
３
，
８
５
５
万
円

減
、△
1.2
％
）な
ど
に
よ
り
、
財
政
調
整
基

金
に
頼
ら
な
い
収
支
均
衡
の
と
れ
た
予
算

編
成
が
で
き
て
い
ま
す
。

 
　　

歳
入
の
う
ち
、
地
方
交
付
税
が
37
．

５
％
を
占
め
る
な
ど
依
存
財
源
は
全
体
の

69
．
５
％
と
な
っ
て
お
り
、
自
主
財
源
に

乏
し
い
財
政
構
造
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
交
付
税
の
大
部
分
を

占
め
る
普
通
交
付
税
は
市
町
村
合
併
の
特

例
期
間
終
了
に
伴
っ
て
今
後
減
少
し
て
い

く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢

化
に
伴
う
社
会
保
障
費
の
増
加
も
懸
念
さ

れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
決
し
て
楽
観
視
は
で

き
ま
せ
ん
。

ず
っ
と
住
み
た
い

魅
力
あ
る
「
ひ
ら
ど
」
を
目
指
し
て

市民1人当たりの予算額

21万4,483円
（対前年度２万5,474円の増）

地域振興やふるさと納税の返礼品など

（対前年度3,629円の増）
20万8,290円

高齢者や児童の福祉など

１万9,915円

その他

（対前年度1万1,440円の増）

議会運営、災害復旧など

２万4,652円

商工費

（対前年度901円の増）

商工、観光の振興など

２万5,777円

消防費

（対前年度821円の増）

消防、防災対策など

６万7,891円

土木費

（対前年度1万   635円の増）

道路、住宅の整備など

５万5,027円

教育費

（対前年度4,898円の減）

学校や図書館、文化振興など

６万   652円

農林水産業費

（対前年度3,029円の減）

農林水産業の振興など

９万5,499円

公債費

（対前年度413円の増）

借入金の返済

８万3,633円

衛生費

（対前年度１万1,886円の減）

ごみ・し尿処理や病気予防など

総務費 民生費

※人口32,591人（平成29年３月１日現在）で計算85万5,819円
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平戸市
平成29年度

278億9,200万円
一般会計当初予算

　民間企業のように、その事業の収益で経費を賄って仕事（サービス
提供）を行う予算です。

52億6,175万円企業会計

113億5,875万円特別会計

　会計名
水道事業

病院事業

交通船事業

予算額　　
19億7,860万円

27億2,651万円

５億5,664万円

対前年度比
△30.2%

△1.4%

144.6%

基金繰入金
28億3,389万円
（10.2％）

その他
9億2,742万円
（3.2％）

寄附金
20億314万円
（7.2％）

地方交付税
104億7,000万円
（37.5％）

市債
29億5,410万円
（10.6％）

国庫支出金
28億5,129万円
（10.2％）

県支出金
22億5,069万円
（8.1％）

市税
27億5,019万円
（9.9 ％）

その他
8億5,128万円
（3.1%）

その他
25億1,972万円
（9.0%）

繰出金
12億2,994万円
（4.4%） 人件費

35億6,949万円
（12.8%）

投資的経費
44億7,432万円
（16.0%）

補助費等
37億6,947万円
（13.5%）

物件費
50億1,099万円
（18.0%）

公債費
31億1,242万円
（11.2%）

扶助費
42億564万円
（15.1%）歳出

自主財源
計（
30.5％

）

任
意
的
経
費（
44
.9
％

）

投資的経費（16.0％
）

義務的
経
費（
39.1％

）

依
存
財

源計（69.5％）

■歳出の性質別分類の状況

■歳入の状況

278億
9,200万円

278億
9,200万円

歳入

（対前年比３万3,500円の増）



新規
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「
ず
っ
と
住
み
た
い
ま
ち
」
の
創
造
に
向
け
、
各
種
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
今
年
度
実
施
す
る
多
く
の
事
業
の
中
か
ら
、
特
に
主
要
な
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
戸
市
総
合
戦
略
に
基
づ
く

平
成
29
年
度
に
実
施
す
る
主
な
事
業

　

総
合
戦
略
で
は
「
雇
用
の
促
進
」「
産
業

の
振
興
」「
子
育
て
支
援
」「
定
住
・
移
住

の
促
進
」
の
４
つ
の
基
本
目
標
を
設
定
し
、

平
成
29
年
度
は
さ
ら
に
予
算
の
重
点
化

を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
財
源
の

一
部
と
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
原

資
と
し
た
「
や
ら
ん
ば
！
平
戸
応
援
基

金
」
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

～まちをつくるプロジェクト～

定住・移住の促進

研修会や訓練の実施など自主防災組織の育成を行い、安全
安心なまちづくりを推進します。

自主防災組織育成事業・・・100万円

小学校区を基本単位としたまちづくり運営協議会に対し、ま
ちづくり計画の策定支援やまちづくり交付金の交付を行い、
地域住民主体のまちづくりを推進します。

コミュニティ推進事業・・・１億937万円

移住者や定住者の新規住宅取得などに対する補助や移住
コーディネーターによる相談支援などを行い、移住定住を推
進します。

その他の主要な事業

～しごとをのばすプロジェクト～

産業の振興

新規就農者の確保・育成対策に取り組みます。また、新たな
園芸品目の産地化および肉用牛の生産体制強化のための施
設整備や繁殖雌牛導入に対する補助を行います。

平戸式もうかる農業実現支援事業・・・4,449万円

～４つの基本目標以外の事業～ ～ひとをそだてるプロジェクト～

子育て支援

市内小・中学校にタブレット端末やデジタル教科書の導入
を行い、教育環境の充実を図ります。

ICT教育推進整備事業・・・3,190万円

保育士の労働環境改善のための保育補助者の雇用や、新規
保育士の寄宿舎借り上げに対する補助を行います。

保育対策総合支援事業・・・955万円

不妊治療に関する専門相談窓口の設置や不妊治療費用の助
成を行います。

不妊治療支援事業・・・219万円

～しごとをふやすプロジェクト～

雇用の促進

平成30年度の世界遺産登録を目指し、世界遺産候補地を活
用したツアー商品の造成や周遊バスの運行、ガイド育成な
どを行い、受入環境の整備を行います。

世界遺産登録推進受入環境整備事業・・・1,005万円

平戸産品の認知度向上と販路・取引拡大のため、首都圏・関
西圏・福岡都市圏で積極的なプロモーション活動を行います。

平戸ブランド戦略的プロモーション推進事業・・・2,500万円

既存事業者の事業拡大や新規創業に係る設備投資への補助
などを行い、雇用の促進を図ります。

ものづくり・創業支援対策事業・・・6,500万円

紐差、津吉、大島、度島地区において超高速ブロードバン
ドサービスの整備を行います。これにより、平成29年度末
には市内全地域の整備が完了する予定です。

地域情報化基盤整備事業・・・３億9,610万円

田平地区において進めている工業団地の平成30年度中の完
成および分譲を目指し、整備を推進します。

工業団地整備事業（特別会計）・・・２億7,504万円
(一般会計繰出金 415万円)

福祉医療給付事業・・・5,929万円

ふるさと納税のＰＲや寄附者に対する返礼品の発送などを
行い、寄附金の推進を行います。

ふるさと応援寄附金推進事業・・・19億3,837万円

姉妹都市オランダ王国ノールトワイケルハウト市と相互に高
校生の短期留学を行い、異文化体験を通じた青少年の人材
育成を図ります。

ノールトワイケルハウト市
　　　　　　　   姉妹都市交流事業・・・361万円

度島地区における認知症高齢者グループホームの建設に対
する補助を行います。

地域密着型サービス施設整備事業・・・3,200万円

平成27年度に対象者を拡大した小中学生の医療費助成につ
いて、市内医療機関受診分の現物給付化を行います。

大島～平戸間を運航する交通船の新船建造を行い、平成30
年度中の完成および就航を目指します。

旧平戸市離島開発総合センター跡地の都市公園化に向け、
当センターの解体を行います。（都市公園は平成30年度中
の完成予定）

（仮称）戸石川公園整備事業・・・8,310万円

新船建造事業（企業会計）・・・３億4,122万円
（一般会計繰出金 １億5,370万円）新規

新規

新規

新規

拡充

移住定住環境整備事業・・・3,020万円 拡充

工業団地完成予定写真


